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南海トラフ巨大地震にそなえ、家の 耐震補強工事を強力に支援します
まずは耐震診断、 無料です!

耐震診断後、各種補助制度を利用して耐震改修等を検討しましょう!

　近い将来、発生が危ぶまれる南海トラフ巨大地震
による建物の倒壊から命を守るため、吉野川市で
は、昨年度に引き続き耐震診断を実施します。
● 対象となる木造住宅
　 次の要件を満たす木造住宅が対象となります。
　 ❶ 平成12年５月31日以前に着工されたもの
　 ❷ 在来軸組構法や伝統構法および枠組壁工法によ
　 　 り建築されたもの（木質プレハブ工法は除く）
　 ❸ ３階建てまでのもの（併用住宅、共同住宅、
　 　 長屋、借家を含む）
　 ❹ 吉野川市内にあり、現在居住しているもの
● 募集戸数　　 175戸（予定）
● 受付期間　　 平成28年２月29日（月）まで（先着順）
● 自己負担金　 無 料

1. 木造住宅耐震改修支援事業
　  建物の基礎や壁の補強等、本格的な改修を行う工事を補助します。
　  ※ 改修時に行うリフォーム工事は、対象外となります。
　  （1） 平成12年５月31日以前に着工された木造住宅が対象
　  （2） 対象工事費が65万円以上（税込み）
　  （3） 吉野川市が実施した耐震診断の結果、上部構造評点が0.7未満と診断された住宅
　  （4） 以下に掲げるすべての項目を必ず実施
     　  ❶ 高さ1.5m以上の家具を固定
     　  ❷ 診断結果評点0.7未満を1.0以上に改善

2. 木造住宅安全・安心リフォーム支援事業
　  簡易な耐震化工事と併せて行うリフォーム工事を補助します。
　  （1） 平成12年５月31日以前に着工された木造住宅が対象
　  （2） 対象工事費が65万円以上（税込み）
　  （3） 吉野川市が実施した耐震診断の結果、上部構造評点1.0未満と診断された住宅
　  （4） 以下に掲げる項目のうち、①を必ず、②～④のうち一つを必ず実施
     　  ❶ 高さ1.5m以上の家具を固定
     　  ❷ 診断結果評点1.0未満を改修前の評点以上（0.7以上）に改善
     　  ❸ 耐震ベッド、耐震シェルターの設置
     　  ❹ 一部屋を補強

● 補助金の額
　 除却工事費のうち、補助対象となる費用の５分の４以内の額で、最大は80万円です。
● 募集戸数
　 ３戸（申請多数の場合は抽選）
● 受付期間
　 平成27年７月31日（金）まで

3. 住替え等支援事業
　  耐震性のない木造住宅からの住替えや建替えに伴う除却費用を補助します。
　  （1） 昭和56年５月31日以前に着工された現在居住している木造住宅が対象
　  （2） 対象工事費が45万円以上（税込み）
　  （3） 吉野川市が実施した耐震診断の結果、上部構造評点0.7未満と診断された住宅
　  （4） 住宅のすべてを除却する工事を実施（一部の除却は対象外）

● 募集戸数
　 各事業、募集戸数については限りがあります。詳しくは、建築営繕室（東館2階）まで
　 お問い合わせください。
● 補助金の額
　 各事業、工事費の３分の２の額で、限度額は以下のとおりです。
　 （1） 木造住宅耐震改修支援事業  限度額：120万円
　 （2） 木造住宅安全・安心リフォーム支援事業 限度額：  60万円
　 （3） 住替え等支援事業  限度額：  60万円
　 工事完了報告後に、補助金の支払い手続きをします。
● 受付期間
　 平成27年12月25日（金）まで（先着順）

平成27年度　吉野川市老朽危険空き家除却支援事業
　地震等の災害時に、倒壊などにより道路を閉塞するおそれがある、老朽化して危険な
空き家の除却工事費の助成を行います。

へいそく
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南海トラフ巨大地震にそなえ、家の 耐震補強工事を強力に支援します
まずは耐震診断、 無料です!

耐震診断後、各種補助制度を利用して耐震改修等を検討しましょう!

　近い将来、発生が危ぶまれる南海トラフ巨大地震
による建物の倒壊から命を守るため、吉野川市で
は、昨年度に引き続き耐震診断を実施します。
● 対象となる木造住宅
　 次の要件を満たす木造住宅が対象となります。
　 ❶ 平成12年５月31日以前に着工されたもの
　 ❷ 在来軸組構法や伝統構法および枠組壁工法によ
　 　 り建築されたもの（木質プレハブ工法は除く）
　 ❸ ３階建てまでのもの（併用住宅、共同住宅、
　 　 長屋、借家を含む）
　 ❹ 吉野川市内にあり、現在居住しているもの
● 募集戸数　　 175戸（予定）
● 受付期間　　 平成28年２月29日（月）まで（先着順）
● 自己負担金　 無 料

1. 木造住宅耐震改修支援事業
　  建物の基礎や壁の補強等、本格的な改修を行う工事を補助します。
　  ※ 改修時に行うリフォーム工事は、対象外となります。
　  （1） 平成12年５月31日以前に着工された木造住宅が対象
　  （2） 対象工事費が65万円以上（税込み）
　  （3） 吉野川市が実施した耐震診断の結果、上部構造評点が0.7未満と診断された住宅
　  （4） 以下に掲げるすべての項目を必ず実施
     　  ❶ 高さ1.5m以上の家具を固定
     　  ❷ 診断結果評点0.7未満を1.0以上に改善

2. 木造住宅安全・安心リフォーム支援事業
　  簡易な耐震化工事と併せて行うリフォーム工事を補助します。
　  （1） 平成12年５月31日以前に着工された木造住宅が対象
　  （2） 対象工事費が65万円以上（税込み）
　  （3） 吉野川市が実施した耐震診断の結果、上部構造評点1.0未満と診断された住宅
　  （4） 以下に掲げる項目のうち、①を必ず、②～④のうち一つを必ず実施
     　  ❶ 高さ1.5m以上の家具を固定
     　  ❷ 診断結果評点1.0未満を改修前の評点以上（0.7以上）に改善
     　  ❸ 耐震ベッド、耐震シェルターの設置
     　  ❹ 一部屋を補強

● 補助金の額
　 除却工事費のうち、補助対象となる費用の５分の４以内の額で、最大は80万円です。
● 募集戸数
　 ３戸（申請多数の場合は抽選）
● 受付期間
　 平成27年７月31日（金）まで

3. 住替え等支援事業
　  耐震性のない木造住宅からの住替えや建替えに伴う除却費用を補助します。
　  （1） 昭和56年５月31日以前に着工された現在居住している木造住宅が対象
　  （2） 対象工事費が45万円以上（税込み）
　  （3） 吉野川市が実施した耐震診断の結果、上部構造評点0.7未満と診断された住宅
　  （4） 住宅のすべてを除却する工事を実施（一部の除却は対象外）

● 募集戸数
　 各事業、募集戸数については限りがあります。詳しくは、建築営繕室（東館2階）まで
　 お問い合わせください。
● 補助金の額
　 各事業、工事費の３分の２の額で、限度額は以下のとおりです。
　 （1） 木造住宅耐震改修支援事業  限度額：120万円
　 （2） 木造住宅安全・安心リフォーム支援事業 限度額：  60万円
　 （3） 住替え等支援事業  限度額：  60万円
　 工事完了報告後に、補助金の支払い手続きをします。
● 受付期間
　 平成27年12月25日（金）まで（先着順）

平成27年度　吉野川市老朽危険空き家除却支援事業
　地震等の災害時に、倒壊などにより道路を閉塞するおそれがある、老朽化して危険な
空き家の除却工事費の助成を行います。

へいそく

●問い合わせ・申し込み　市建築営繕室　☎22-2224
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創業をお考えの方、創業後間もない方への
お知らせです

～吉野川市創業支援事業計画に定める特定創業支援事業をご活用ください～

※下線は特定創業支援事業 創業希望者、創業者

連携

全体像

阿波銀行
徳島銀行
四国銀行
徳島信用金庫

・ 相談窓口

市内各支店

市内金融機関

吉野川商工会議所
吉野川市商工会

・ 相談窓口

市内経済団体

・ 女性起業塾開催
徳島県

・ 連携窓口
   （ワンストップ）

吉野川市

・ 起業力養成講座開催
・ 専門家派遣・相談窓口

（公財）とくしま
産業振興機構

徳島県信用保証協会

● 特定創業支援事業とは
　創業を行おうとする方に対する継続的な支援で、経営・財務・人材育成・販路開拓の知識がすべて身に
つく事業を指します。本市では、徳島県、（公財）とくしま産業振興機構で行われる創業セミナーを特定創
業支援事業として位置づけています。

● 特定創業支援事業を受けるとこんなメリットがあります。

● メリットを受けるためには
　上記メリットを受けるためには、特定創業支援事業を受けたことについて、吉野川市長の証明が必要に
なります。証明を受けたい方は、所定の証明申請書を市に提出してください。市は、創業支援事業者に支
援内容を確認の上、証明書を発行します。

（注）メリット１は、創業前の方であることが要件となります。すでに創業している場合で、個人事業主として創業した後、
会社を設立する場合は対象とはなりませんのでご注意ください。また、メリット２および３は、事業開始６カ月前から
創業後５年未満の方が対象となります。

創業前の方が株式会社を設立
する際の登録免許税が半額に
なります。
資本金の0.7%→0.35%
最低税額15万円→7.5万円

メリット１
無担保、第三者保証人なしの
創業関連保証の枠が1,000万
円から1,500万円までに拡大
されます。

メリット２
創業２カ月前から対象となる
創業関連保証の特例が事業開
始６カ月前から利用できるよ
うになります。

メリット３

●問い合わせ　市商工観光課　商工振興係　☎22-2226
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ひと、 くらし、
みらいのために

　  ｢臨時福祉給付金（簡素な給付措置）｣ や
　  ｢子育て世帯臨時特例給付金｣ の
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”
にご注意ください。

!

　消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、平成27年度も「臨時福祉給付金（簡素な給
付措置）」・「子育て世帯臨時特例給付金」が支給される予定ですが、住民の皆様からの申請を受
け付ける段階ではありません。
　具体的な申請の方法などが決まり次第、速やかに広報いたします。

　ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきた
り、郵便が届いたら、迷わず、お住まいの市町村や最寄りの警察署（または警察相談専用
電話 ［♯9110］ ）にご連絡ください。

● 市町村や厚生労働省などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の

　 操作をお願いすることは、絶対にありません。

● ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対に

　 できません。

● 市町村や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」や「子育

　 て世帯臨時特例給付金」を支給するために、手数料などの振込を求めることは

　 絶対にありません。

● 現時点で、市町村や厚生労働省などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番

　 号などの個人情報を照会することは、絶対にありません。

このため「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」「子育て世帯臨時特例給付金」 に関して

●問い合わせ　市総務課　☎22-2231
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　市民の多くの方にご利用いただいている資源化ごみモデル集積所ですが、最近、ルールを無視した回収
できない資源ごみが持ち込まれ、対応に大変苦慮しています。
　そこで、10月から持ち込める資源ごみを缶類、びん類、ペットボトル、新聞、雑誌・雑がみ、ダンボー
ルへの変更を計画しています。

　びん類を出す場合は、色分けしてびん専用指定袋の□欄にマークしたものだけを入れてくだ
さい。共通専用袋でびん類を出す場合でも、同じく色分けして□欄にマークしたものだけを入
れてください。化粧品のびん、農薬のびん、油のびんについては、もやせないごみとして出し
ていただき、飲料、食用油に使用されたびんは、色分けをしてびんの日に出していただくよう
ご理解とご協力をお願いします。

● 缶類　　　　　● びん類
● ペットボトル　● 新聞
● 雑誌・雑がみ　● ダンボール
［廃止予定品目］
● 小型家電　● 衣類　● 金属類

10月から持ち込める
資源ごみ
● 缶類　● びん類
● ペットボトル
● 新聞　● 雑誌・雑がみ
● ダンボール

● モデル集積所の利用について ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● 収集時のびん類の出し方について  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

現在、持ち込める資源ごみ

環境局運転管理センターからのお願い

●問い合わせ　市運転管理センター　☎25-2111
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だ
さ
い
）。

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
（
☎

０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
）
は
、

差
別
や
虐
待
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
る
相
談

電
話
で
す
。
電
話
は
か
け
た
場
所
の

人
権
と
ぴ
っ
く
す

人
権
擁
護
委
員
の
活
動

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「人権の花運動」写生大会表彰式の様子
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●問い合わせ　自衛隊徳島地方協力本部  鴨島地域事務所　☎24-7008

平成 2 7年度自衛官募集案内
募集種目 募集人員 資格 受付期間

（締切日必着） 試験期日 合格発表 入（校）隊 待遇・その他

陸 上 自 衛 官
（看　護）

参考（26年度）
陸　約５名

看護師免許を有し、保健師
または助産師免許を有する
者（見込含）で36歳未満の者

9月1日～
9月30日 11月28日 28年1月8日 28年

4月上旬
採用時の階級は、経験
年数等により異なる。

航 空 学 生

参考（26年度）
海　約70名

（うち女子若干名）
空　約50名

（男女の区分なし）

高卒（見込含）
21歳未満の者

8月1日～
9月8日

１次
９月23日

２次
10月17～22日

３次
11月14日～
12月17日

1次
10月9日

2次
（海）11月11日
（空）11月  6日

最終
28年１月25日

28年
3月下旬～
4月上旬

入隊後約6年で
３等海・空尉

一般曹候補生

参考（26年度） 
陸　約2,670名

（うち女子約150名）
海　約1,000名

（うち女子約40名）
空　約750名

（うち女子約80名）

18歳以上
27歳未満の者

8月1日～
9月8日

1次
9月18・19日

2次
10月8～14日
※いずれか1日を
　指定されます。

1次
10月2日

最終
11月13日

28年
3月下旬～
4月上旬

入隊後2年9カ月経過
以降選考により
3等陸・海・空曹

自 衛 官
候 補 生

男子
参考（26年度）
陸　約5,750名
海　約   570名
空　約1,100名

18歳以上
27歳未満の者

年間を通じて
行っております。

受付時にお知ら
せします。

合格発表日は試
験日にお知らせ
します。

採用予定通知書で
お知らせします。

所要の教育を経て、3
カ月後に２等陸・海・
空士に任用
陸上（技術系を除く）
は１年９カ月、 陸上

（技術系）・海上・航空
は２年９カ月を１任
期として任用（以降２
年を１任期）

女子
参考（26年度） 
陸　約  500名
海　約    80名
空　約  130名

18歳以上
27歳未満の者

8月1日～
9月8日

9月25～29日
※いずれか1日を
　指定されます。

11月6日
28年

3月下旬～
4月上旬

防衛大学
校 学 生

推薦
人文・社会科学専攻

約20名（うち女子約5名）
理工学専攻　約80名
（うち女子約5名）

高卒(見込含）21歳未満の、
成績優秀かつ生徒会活動等
に顕著な実績を納め、学校長
が推薦できる者

9月5日～
9月9日 9月26・27日 10月30日

28年
4月上旬

修学年限4年
卒業後約1年で

3等
陸・海・空尉

総合
選抜

約40名（うち女子若干名）
人文・社会科学専攻および

理工学専攻合わせて

高卒（見込含）
21歳未満の者

(自衛官は23歳未満）
9月5日～
9月9日

1次
9月26日

2次
10月31日・11月1日

1次
10月16日

最終
11月27日

一般
（前期）

人文・社会科学専攻
約65名 （うち女子約15名）

理工学専攻　約235名
（うち女子約15名）

高卒（見込含）
21歳未満の者

(自衛官は23歳未満）
9月5日～
9月30日

1次
11月7・8日

2次
12月8～12日

1次
11月27日

最終
28年1月19日

一般
（後期）

人文・社会科学専攻
約10名（うち女子若干名）

理工学専攻　約30名
（うち女子若干名）

高卒（見込含）
21歳未満の者

(自衛官は23歳未満）
28年1月
20～29日

1次
28年2月20日

2次
28年3月11日

1次
28年3月4日

最終
28年3月18日

防衛医科大学
校医学科学生

参考（26年度）
約85名

高卒（見込含）
21歳未満の者

9月5日～
9月30日

1次
10月31日・11月1日

2次
12月16～18日

1次
12月2日

最終28年2月
17日

28年
4月上旬

修学年限6年
医師免許取得後
2等陸・海・空尉

防衛医科大学
校看護学科学
生(自衛官候補
看 護 学 生 ）

参考（26年度）
約75名

高卒（見込含）
21歳未満の者

9月5日～
9月30日

1次
10月17日

2次
11月28・29日

1次
11月13日

最終
28年2月5日

28年
4月上旬

修学年限4年
卒業後約1年で
3等陸・海・空尉

陸 上
自 衛 隊
高等工科
学校生徒

推薦 約60名
男子中卒（見込含）17歳未満
の、成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を納め、学校
長が推薦できる者

11月1日～
12月4日

28年1月9～11日
※いずれか1日を
　指定されます。

28年
1月20日

28年
4月上旬

修学年限3年
卒業後は陸士長

一般 約260名 男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

11月1日～
28年1月8日

1次
28年1月23日

2次
28年2月4～7日

1次
28年1月29日

最終
28年2月19日

貸費学生 技術
参考（26年度）
陸 　　　　
海　約10名
空 　　　　

大学の理学部、工学部の３・４年
次又は大学院（専門職大学院を
除く）修士課程在学（正規の修業
年限を終わる年の４月1日現在
で26歳未満（大学院修士課程在
学者は28歳未満））

12月1日～
28年1月8日

28年
1月30日

28年
4月下旬 卒業（修了）後

4月分から正規の
修業年限を終わる月
まで毎月54,000円
貸与

予 備
自衛官補

一般 陸　約1,400名 18歳以上34歳未満の者
7月1日～
9月18日

10月2～5日
※いずれか1日を
　指定されます。

11月13日
教育訓練の
開始時期

27年7月以降

階級は指定しない
教育訓練召集手当：
日額7,900円
所定の教育訓練修了後、
予備自衛官として任用

技能 陸　約   200名
18歳以上で国家免許資格な
どを有する者（資格により
53歳未満～55歳未満の者）

　

５
月
11
日
、
吉
野
川
医
療
セ

ン
タ
ー
開
院
と
同
時
に
、
産
婦

人
科
病
棟
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
陣
痛
室
と

分
娩
室
が
２
室
ず
つ
と
、
陣
痛
・

分
娩
・
回
復
期
を
同
じ
部
屋
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
Ｌ
Ｄ
Ｒ

が
１
室
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
母

児
同
室
も
積
極
的
に
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
に
分
娩

が
で
き
る
こ
と
を
最
優
先
し
、

全
妊
娠
期
間
を
通
し
て
産
婦
が

快
適
に
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
全
力
で

お
手
伝
い

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

す
。

※
分
娩
は

７
月
下
旬

か
ら
開
始

す
る
予
定

で
す
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー　

産
婦

人
科
外
来	

☎
26-

２
２
２
２

吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー
で

分ぶ
ん
娩べ
ん
を
再
開

担当のスタッフ
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ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

●問い合わせ　市商工観光課　☎22-2226

梅ジャム

完熟した梅を原料にした
手作りジャム。

西農園

トレー
（藍染、黒檀、紫檀）

創業以来、下請け加工業として培った技
術を駆使して製作。細かく裂いた木の皮
を、熟練の職人が手作業で編み込んだ網
代（あじろ）などを使用し、新たに開発
した他社では見られないオリジナル商品。
伝統の技で丹精込めて作り上げた逸品。
箸置き・トレー・コースターのトータル
コーディネートで食卓を彩ることも可能。

（有）河野真空プレス

美郷　山の紅茶

美郷で生育された無農薬・
無添加の桑とノブドウを
独自にブレンドした、さ
わやかな味わいのお茶。
水約2リットルに1パック
を入れ、30 ～ 40分煎じ
てお飲みください。

猪井喜一

乾椎茸（スライス）

ナラやクヌギの原木を使
用して栽培した椎茸を乾
燥・スライス。風味と食
感にこだわった商品。

尾㟢暢威

阿波しじら
ルームシューズ

経済産業省指定の伝統的
工芸品「阿波しじら」を
使用したスリッパ。肌触
りが良く軽いのが特徴。
山川町で企画・製作・販
売される徳島限定品。

（有）佐藤化学

酒ケーキ

吉野川の恵みを受け、豊
かな土壌が育んだ米で
作った酒を使い、一つ一
つ丁寧に作り上げたオリ
ジナルケーキ。

（有）阿波菓匠　青山

不知火
ハンドクリーム

鴨島町産不知火から抽出
したエキスを使用して
作ったハンドクリーム。
吉野川高等学校の生徒と
共同開発した、不知火の
香り漂うべたつかないタ
イプのハンドクリーム。

円生でこぽん園

ムーンフラワー

美郷産の梅「月世界」を
使用し、じっくり丁寧に
熟成させた梅酒。一つ一
つ手摘みした月世界を、
収穫後24時間以内に漬
けこみ、豊かな味わいが
楽しめる梅酒。

（株）アワグラス

今回掲載の事業者

事　  業　  者 住　　所 連絡先

円 生 で こ ぽ ん 園 鴨島町敷地364-9 ☎090-7142-1644

（有）阿波菓匠　青山 鴨島町牛島852-7 ☎24-4379

（株）ア ワ グ ラ ス 美郷字恵美子164-1 ☎090-4971-7856

（有）河野真空プレス 鴨島町飯尾446-1 ☎24-1756

西 農 園 美郷字宗田370 ☎43-2225

（ 有 ）佐 藤 化 学 山川町三島319-1 ☎42-2018

猪 井 喜 一 美郷字湯下61-1 ☎43-2165

尾 㟢 暢 威 美郷字中谷189 ☎43-2862

吉野川市
ブランド認証商品
吉野川市ならではの魅力
ある特産品の中で、評価
基準を満たした商品を
「吉野川市ブランド」と
して認証しています。
お知り合いの方への贈り物やお客様へのおもて
なしなどに、ぜひご利用ください。（※順不同）

ヨッピー・
ピッピーも
おすすめ !!
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新しい副団長や分団長に辞令書を交付

たくさんのごみを集めました

辞令書の交付を受ける米谷消防団長

　
　

川
島
方
面
第
４
分
団
長

　
　
　
　
　

佐　

藤　

清　

人

　
　

川
島
方
面
第
５
分
団
長

　
　
　
　
　

後
藤
田　

和　

彦

　
　

川
島
方
面
第
９
分
団
長

　
　
　
　
　

重　

本　
　
　

等

　
　

山
川
方
面
第
１
分
団
長

　
　
　
　
　

榎　

本　
　
　

博

　
　

山
川
方
面
第
３
分
団
長

　
　
　
　
　

尾　

島　

博　

之

　
　

山
川
方
面
第
６
分
団
長

　
　
　
　
　

中　

村　

史　

治

　
　

山
川
方
面
第
８
分
団
長

　
　
　
　
　

伊　

月　
　
　

学

　
　

美
郷
方
面
第
２
分
団
長

　
　
　
　
　

後
藤
田　

博　

之

　
　

美
郷
方
面
第
４
分
団
長

　
　
　
　
　

東　

出　

利　

光

　
　

美
郷
方
面
第
５
分
団
長

　
　
　
　
　

和　

泉　

隆　

啓

　
「
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
」
環
境

美
化
統
一
実
施
日
の
５
月
10
日
、

市
内
全
域
で
、
た
く
さ
ん
の
市
民

の
皆
さ
ん
や
団
体
・
事
業
所
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
市
内
の
大

掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
公
園
や
駅
な
ど
の
公

共
施
設
や
道
路
、河
川
敷
な
ど
で
、

空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
収
集

し
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
き

れ
い
に
し
ま
し
た
。

　

１
２
１
団
体
、
約
３
６
０
０
人

で
、
２
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
10
台
分

の
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、５
月
３
日
か
ら
の「
レ
ッ

ツ
・
ク
リ
ー
ン
期
間
」
に
も
、
多

く
の
団
体
・
事
業
者
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
23
日
に
美
郷
字
古
土
地
の

後
藤
田
誠
二
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
徳
島
県
と
吉
野

川
市
か
ら
祝
い
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　

後
藤
田
さ
ん
は
仕
事
熱
心
で
定

年
ま
で
勤
め
ら
れ
、
退
職
後
は
畑

仕
事
や
山
で
木
の
手
入
れ
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は

「
よ
く
働
い
て
、
よ
く
食
べ
る
こ

と
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

施
設
で
行
わ
れ
た
祝
う
会
で
親

族
ら
が
見
守
る
中
、
市
長
か
ら
祝

い
状
を
受
け
取
ら
れ
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
31
人
（
女
性
26
人
男
性
５

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
よ
り
、
市
消
防
団

長
に
米
谷
規
博
さ
ん
（
川
島
町
川

島
）
が
就
任
し
、
４
月
１
日
、
川

真
田
市
長
か
ら
辞
令
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
、
市
役
所
で
団
長
、

副
団
長
、
市
内
37
分
団
の
分
団
長

の
出
席
に
よ
り
、
吉
野
川
市
消

防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
米

谷
消
防
団
長
か
ら
、
４
月
か
ら
新

し
く
副
団
長
や
分
団
長
に
な
っ
た

21
人
に
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

辞
令
交
付
式
の
後
に
分
団
長
会

が
行
わ
れ
、
平
成
27
年
度
の
訓
練

な
ど
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
副
団
長
、
分

団
長
に
な
ら
れ
た
の
は
次
の
方
々

で
す
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
　

川
島
方
面
副
団
長

　
　
　
　
　

後
藤
田　

委　

旦

　
　

山
川
方
面
副
団
長

　
　
　
　
　

熊　

代　

美　

仁

　
　

美
郷
方
面
副
団
長

　
　
　
　
　

鎌　

谷　

正　

芳

　
　

鴨
島
方
面
第
２
分
団
長

　
　
　
　
　

栗　

本　

浩　

志

　
　

鴨
島
方
面
第
３
分
団
長

　
　
　
　
　

竹　

内　

喜
代
次

　
　

鴨
島
方
面
第
５
分
団
長

　
　
　
　
　

田　

村　

和　

男

　
　

鴨
島
方
面
第
９
分
団
長

　
　
　
　
　

藤　

田　

正　

光

　
　

鴨
島
方
面
第
11
分
団
長

　
　
　
　
　

斎　

藤　

忠　

次

　
　

鴨
島
方
面
第
12
分
団
長

　
　
　
　
　

村　

橋　
　
　

勇

　
　

鴨
島
方
面
第
13
分
団
長

　
　
　
　
　

細　

川　

仙　

万

　
　

川
島
方
面
第
１
分
団
長

　
　
　
　
　

阿　

部　

通　

彰

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
レ
ッ
ツ・ク
リ
ー
ン
」

環
境
美
化

新
し
い
吉
野
川
市

消
防
団
長
に
辞
令

消
防
団
員
辞
令
交
付
式

後藤田誠二さん
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水笛で遊ぶ園児たち 険しい階段もありました

　

５
月
17
日
、
第
16
回
四
国
三
郎

を
ま
た
ぐ
空
海
の
道
（
10
番
札
所

切
幡
寺
～
11
番
札
所
藤
井
寺
経
由

ひ
ま
わ
り
農
産
市
）
と
第
21
回
最

後
ま
で
残
っ
た
空
海
の
道
（
11
番

札
所
藤
井
寺
～
12
番
札
所
焼
山

寺
経
由
鍋
岩
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
平
地

コ
ー
ス
に
１
４
６
人
、
山
道
コ
ー

ス
に
４
６
９
人
が
参
加
し
、

１
２
０
０
年
前
に
空
海
が
歩
い
た

当
時
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
豊

か
な
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

山
川
町
石
堂
出
身
で
、
現
在
大

阪
府
守
口
市
在
住
の
「
山
下
喜
三

郎
」
さ
ん
か
ら
、
市
内
の
公
立
保

育
所
お
よ
び
川
島
こ
ど
も
園
の
園

児
全
員
に
、
昔
な
つ
か
し
い
陶
器

の
水
笛
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
の
「
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

社
会
へ
貢
献
し
た
い
。」
と
の
思

い
に
端
を
発
し
、
今
回
の
寄
贈
と

な
り
、
水
笛
を
手
に
し
た
園
児
た

ち
は
、
笑
顔
で
水
笛
を
吹
き
、
元

気
い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
し
た
。

空
海
の
道
ウ
オ
ー
ク

水
笛
を
鳴
ら
し
て
遊
ぶ

代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
、
来
庁

者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証

な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

●
特
例
免
除

　

離
職
な
ど
の
理
由
で
免
除
を
希

望
す
る
場
合
（
特
例
免
除
）
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
例
免
除
は
継
続
審
査

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

●
継
続
審
査

　

平
成
26
年
度
（
平
成
26
年
７
月

分
か
ら
平
成
27
年
６
月
分
）
に
全

額
免
除
、
も
し
く
は
若
年
者
納
付

猶
予
が
承
認
さ
れ
、
継
続
審
査
を

希
望
し
て
い
る
方
は
、
新
た
に
申

請
を
し
な
く
て
も
平
成
27
年
度
分

が
継
続
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
結

果
通
知
が
届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

　

審
査
の
結
果
、継
続
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。

●
遡そ

及き
ゅ
う

免
除

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
は
、
申

請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分

ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
申
請
で
き
ま
す
。
過

去
に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方

で
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所

	

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
街
角
の
年
金
相

談
セ
ン
タ
ー
徳
島
（
オ
フ
ィ
ス
）

ま
た
は
、
国
保
年
金
課
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電

話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
６
月
25
日
㈭	

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
７
月
23
日
㈭	

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
２
階
１
２
２
会
議
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳

島	

（
オ
フ
ィ
ス
）

	

☎
０
８
８
（
６
５
７
）
３
０
８
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
は
、
年

６
回
（
２
月
・
４
月
・
６
月
・
８

月
・
10
月
・
12
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ

の
前
２
カ
月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
年
度
に
支
給
さ
れ
る
年

金
額
を
お
知
ら
せ
す
る
『
年
金
振

込
通
知
書
』
は
、
毎
年
６
月
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
向
こ
う
１
年

間
の
年
金
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
年
金
の
支

払
額
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
都
度
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
７
月

分
か
ら
平
成
28
年
６
月
分
）
の
免

除
申
請
の
受
け
付
け
が
、
７
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、

国
保
年
金
課
（
本
館
１
階
）
ま
た

は
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
家
族
が

国
民
年
金
だ
よ
り

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ

る
出
張
年
金
相
談

「
年
金
振
込
通
知
書
」が
送

付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
免
除・納
付
猶
予

申
請
書
の
受
け
付
け
は
７
月
か
ら

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－224411



　
　
　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
防
災
対
策
課	

☎
22-

２
２
３
５

空
メ
ー
ル
送
信
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kiku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

　

今
後
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

巨
大
地
震
に
備
え
、
家
具
転
倒
防
止
器

具
の
設
置
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
の
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯
で
す
。

①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
た
世
帯

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
の
交
付
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

③
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
の
交
付

を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

④
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
交
付
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

設
置
は
１
世
帯
に
つ
き
３
組
以
内
と
し

ま
す
。

　

申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
防
災
対

策
課（
東
館
２
階
）お
よ
び
各
支
所（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
防
災
対
策
課	

☎
22-

２
２
３
５

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
「
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者
が
共
に
絵
本
を
楽
し
む
体
験

と
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
」す
る
活
動
で
、

吉
野
川
市
で
は
４
月
か
ら
新
規
事
業
と

し
て
開
始
し
、
今
後
は
市
役
所
で
毎
月

行
う
４
カ
月
児
健
康
診
査
の
際
に
実
施

し
ま
す
。

　

４
月
15
日
に
は
、
健
診
の
た
め
市
役

所
を
訪
れ
て
い
た
27
組
の
親
子
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
３
人
の
心
の
こ
も
っ
た
読

み
聞
か
せ
に
よ
り
第
１
回
目
の
事
業
を

行
い
、
絵
本
２
冊
と
赤
ち
ゃ
ん
用
品
、

子
育
て
情
報
誌
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
手
渡
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

　

防
災
メ
ー
ル
に
登
録
す
る
こ
と
で
、

台
風
や
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
本
市
に
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
、

災
害
の
状
況
な
ど
の
情
報
を
受
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
は
無
料
で
す

が
、
メ
ー
ル
受
信
に
か
か
る
通
信
料
な

ど
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
登
録
し
た
い
場
合
は
、

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル

（
文
字
な
ど
何
も
入
れ
て
い
な
い
メ
ー

ル
）
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
完

了
後
、
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。
完
了

の
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
方
は
、m
ail@

city.yoshinogaw
a.lg.jp

か
ら
の
メ
ー

ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
、
携
帯
電
話

な
ど
の
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
が
つ
い

て
い
る
携
帯
電
話
を
お
使
い
の
方
は
、

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た

だ
く
と
便
利
で
す
。

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き　

６
月
28
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

●
内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課　
　
　

☎
22-

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

市
国
保
年
金
課　

☎
22-

２
２
１
３

がんを防ぐための新12か条　１条　たばこは吸わない

読み聞かせは大切！

お
知
ら
せ

市
防
災
メ
ー
ル
に
つ
い
て

家
具
転
倒
防
止
器
具
の

設
置
を
行
い
ま
す

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
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６
月
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
認
定
」
の
更
新
月
で
す
。
対
象

者
に
は
関
係
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
30
日
㈫
ま
で

　
　
　
　
　

（
土
・
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
本
館
１

階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
重
度
心
身
障
が
い
者
等
医
療
費
受
給

者
認
定
〔
更
新
〕
申
請
書
（
対
象
者

に
郵
送
し
て
い
ま
す
）

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
・
ゴ
ム
印
不
可
）

○
対
象
者
お
よ
び
対
象
児
の
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
写
し

○
平
成
27
年
度
所
得
課
税
証
明
書

※
提
出
が
必
要
な
方
（
①
平
成
27
年
１

月
２
日
以
降
に
吉
野
川
市
に
転
入
し
た

対
象
者
お
よ
び
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
、
②
吉
野
川
市
以
外
に
住
所
が
あ
る

扶
養
義
務
者
、
③
住
所
地
特
例
該
当

者
）問

い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
６

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
全

て
の
方
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」
を

吉
野
川
市
役
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
提
出
が
な
い
と
６
月
以
降

の
児
童
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
る
の

で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
30
日
㈫
ま
で

　
　
　
　
　

（
土
・
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所

本
館
１
階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
現
況
届
（
各
受
給
者
に
送
付
し
て
い

ま
す
）

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
・
ゴ
ム
印
不
可
）

○
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

写
し

○
受
給
者
お
よ
び
配
偶
者
の
平
成
27
年

度
所
得
課
税
扶
養
証
明
書
（
平
成
27

年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

の
み
）

※
受
給
者
が
税
法
上
の
配
偶
者
控
除
を

と
っ
て
い
る
場
合
は
受
給
者
の
み
。

児
童
と
受
給
者
の
住
所
が
違
う
場
合

○
申
立
書

○
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
児
童
の
住
所
が
吉
野
川
市
以
外
の

場
合
に
必
要
）

※
世
帯
の
状
況
に
応
じ
て
、
他
に
も
申

告
書
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
６

　　

「
病
児
・
病
後
児
保
育
」
と
は
、
お

子
さ
ん
が
病
気
中
ま
た
は
病
気
の
回
復

期
に
、
保
護
者
の
勤
務
な
ど
の
都
合
に

よ
っ
て
集
団
保
育
や
家
庭
で
の
保
育
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
お
子
さ

ん
を
医
療
機
関
で
一
時
的
に
預
か
る
事

業
で
す
。

保
育
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
（
延
長

有
り
）
、
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は

休
み

対
象
年
齢　

吉
野
川
市
在
住
の
１
歳
か

ら
小
学
３
年
生
ま
で

利
用
料
金　

日
額
２
０
０
０
円
（
生
活

保
護
世
帯
は
免
除
）
、
昼
食
・
お
や
つ
・

飲
み
物
代
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん

※
利
用
方
法
、
利
用
料
金
、
持
参
物
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
各
施
設
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

「
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
さ
く
ら
ん

ぼ
（
医
療
法
人
さ
く
ら
診
療
所
内
）」

吉
野
川
市
山
川
町
前
川
２
１
２-

６

	

☎
０
９
０-

７
７
８
６-

３
１
９
１

「
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
ひ
だ
ま
り

（
石
原
小
児
科
内
）」

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
３
５
３

	

☎
０
８
０-

２
９
７
４-

５
３
８
９

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

がんを防ぐための新12か条　２条　他人のたばこの煙をできるだけ避ける

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
受
給
者
認
定
の
更
新

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の

利
用
に
つ
い
て

13



　

９
月
下
旬
に
、
金
婚
（
50
周
年
）・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
記
念
式

典
を
実
施
し
ま
す
。
吉
野
川
市
民
で
次

の
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。　
　

該
当
基
準

☆
金
婚
（
50
周
年
）
該
当
者

　

昭
和
40
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
該
当

者
　

昭
和
30
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

※
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者

で
本
籍
地
が
吉
野
川
市
以
外
の
方
は
、

申
込
時
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
式
典
当
日
に
市
民
で
な
い
方
、
す
で

に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ま
で
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
方
も
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切　

７
月
31
日
㈮

※
締
切
日
以
降
に
申
し
込
ま
れ
た
方
、

９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
に
該
当
と
な
る
方
は
、
平
成
28
年

度
以
降
の
記
念
式
典
で
お
祝
い
し
ま

す
。

申
込
方
法

申
込
書
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す

の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
社
会
福
祉
課
（
本
館
２
階
）

○
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
１

　

６
月
は
「
重
度
心
身
障
が
い
者
等
医

療
費
受
給
者
認
定
」
の
更
新
月
で
す
。

対
象
者
に
は
関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

７
月
14
日
㈫
ま
で

受
付
場
所　

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福

祉
係
（
本
館
２
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
重
度
心
身
障
が
い
者
等
医
療
費
受
給

者
認
定
（
更
新
）
申
請
書

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
・
ゴ
ム
印
不
可
）

○
対
象
者
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
写
し

○
介
護
証
明
書
（
身
体
障
が
い
者
手
帳

２
級
所
持
者
の
う
ち
常
時
介
護
を
要

す
る
方
）

○
平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
中
）
所
得

課
税
証
明
書
（
必
要
な
方
［
平
成
27

年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
対
象

者
お
よ
び
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
］・

［
吉
野
川
市
以
外
に
在
住
の
扶
養
義

務
者
］・［
住
所
地
特
例
該
当
者
］）

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
３

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該
当

す
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

「
生
活
に
困
っ
た
・
・
・
」

	

こ
ん
な
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
人
に
、
継
続
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
事
業
で
、
次
の
よ
う
な
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
経
済
的
な
事
情
で
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
人

○
長
く
失
業
し
て
い
る
人

○
働
い
た
経
験
が
な
く
、
求
職
活
動
が

不
安
な
人

　

そ
の
他
、
生
活
上
の
問
題
や
悩
み
を

確
認
・
整
理
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

生
活
自
立
支
援
係

	
☎
22-

２
２
６
２

昨年の授賞式の様子

がんを防ぐための新12か条　３条　お酒はほどほどに

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
」

で
く
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

重
度
心
身
障
が
い
者
等
医
療
費

受
給
者
認
定
の
更
新
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菊
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
初
心

者
の
方
大
歓
迎
で
す
。

　

菊
友
会
で
育
て
た
菊
鉢
に
つ
い
て

は
、
菊
人
形
・
菊
花
展
、
四
国
菊
花
品

評
会
に
出
展
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　

市
内
在
住
の
方
で
、
菊
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
方

問
い
合
わ
せ

鴨
島
菊
友
会
事
務
局
（
吉
野
川
商
工
会

議
所
内
）	

☎
24-

２
２
７
４

　

吉
野
川
市
に
お
け
る
人
口
減
少
の
克

服
や
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
地
方

創
生
を
推
進
す
る
た
め
、
本
年
度
中
に

今
後
５
カ
年
の
政
策
目
標
や
施
策
（
処

方
箋
）
を
示
し
た
吉
野
川
市
版
「
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
次
の

４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
１
つ
の
テ
ー
マ
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

テ
ー
マ

⑴
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

⑵
吉
野
川
市
へ
の
人
の
流
れ
（
移
住
、

交
流
人
口
）
の
創
出
に
つ
い
て

⑶
結
婚
か
ら
子
育
て
支
援
ま
で
の
希
望

実
現
に
つ
い
て

⑷
時
代
に
あ
っ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

意
見
の
提
出
方
法

○
書
面
（
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

ま
た
は
メ
ー
ル

○
字
数
は
４
０
０
字
以
内
で
、
様
式
は

自
由

○
氏
名
、
住
所
の
記
入
は
不
要
（
年
齢

と
性
別
は
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

募
集
期
限　

７
月
８
日
㈬

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
企
画
財
政
課
企
画
政
策
係	

	

☎
22-

２
２
２
１

	

℻
22-

２
２
４
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

「
菊
づ
く
り
」参
加
者
募
集

五
九
郎
ま
つ
り

地
方
創
生
に
関
す
る意

見
を
募
集

　

五
九
郎
ま
つ
り
は
、
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
大
活
躍
し
、
日
本
演
芸
史
上

に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
鴨
島
町
出
身

の
喜
劇
役
者
、
曽
我
廼
家
五
九
郎
の
業

績
を
た
た
え
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
で

す
。

　

鴨
島
駅
前
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　

６
月
27
日
㈯
午
後
６
時
～
10
時

（
雨
天
時
は
28
日
㈰
に
順
延
）

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り

問
い
合
わ
せ

五
九
郎
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
吉
野

川
商
工
会
議
所
内
）	

☎
24-

２
２
７
４

平成27年５月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,284 （   49）

男 20,430 （   30）

女 22,854 （   19）

世帯数 18,047 （   34）

※65歳以上人口
計 14,170人  男 6,045人  女 8,125人

〈人　　　権　　　相　　　談〉

 7 月 9 日㈭ 13:00～16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉

 7 月 6 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１

 7 月 7 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室

 7 月 9 日㈭ 9:00～12:00 市役所本館４階141会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉

 7 月17日㈮ 10:00～12:00 市役所本館４階141会議室

 8 月21日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
今
月
の
税

市
・
県
民
税

第
１
期

納
期
限

６
月
30
日
㈫

※
累
計
は
平
成
27
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

3
月 2件

累
計 4件

救急出動

3
月159件

累
計461件

がんを防ぐための新12か条　４条　バランスのとれた食生活を

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
！

統
計
調
査
の
登
録
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
●
問
い
合
わ
せ　

　

市
企
画
財
政
課　

統
計
情
報
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
22-

２
２
２
１

募

　集

催

　し
五九郎まつり

15



と
き　

７
月
24
日
㈮
・
25
日
㈯

と
こ
ろ　

東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー

	

附
属
看
護
学
校

内
容　

感
染
対
策
に
関
す
る
公
開

講
座
や
、
看
護
技
術
体
験
、
入
学

希
望
者
を
対
象
に
し
た
座
談
会
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
東

徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学

校
（
板
野
郡
板
野
町
大
寺
字
大
向

北
１-

１
）

	

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
４
５
３
４

～
阿
波
の
「
た
か
ら
」
に

	

光
を
灯と

も
し
て
～

　
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

２
０
１
５
」
を
阿
波
市
の
土
柱
で

開
催
し
ま
す
。
土
柱
自
然
公
園
を

キ
ャ
ン
ド
ル
で
灯
し
、
ス
ロ
ー
な

夜
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
土
柱
に

映
し
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

６
月
20
日
㈯
午
後
７
時
～

９
時
（
少
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

土
柱
自
然
公
園
（
阿
波

市
阿
波
町
桜
ノ
岡
）

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
吉
野
川
青
年
会
議
所

	

☎
24-

８
７
２
５

（
平
日
、
午
前
10
時
～
午
後
１

時
）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心

理
学
、
福
祉
、
経
済
、
文
学
、
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
放
送
大
学

徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

出
願
期
限

第
１
回　

８
月
31
日
㈪

第
２
回　

９
月
20
日
㈰

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
０
２
）
０
１
５
１

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
16
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所　

本
館

　
　
　
　

２
階　

相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者

	

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

	

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

　
　
　
　

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

■
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科
（
６
カ
月
）

　

機
械
製
図
お
よ
び
２
次
元
Ｃ
Ａ

Ｄ
・
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
を

理
解
し
、
図
面
作
成
に
必
要
な
知

識
・
技
能
を
習
得
し
ま
す
。
ま
た

Ｎ
Ｃ
機
械
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や

機
械
操
作
、
機
械
加
工
の
関
連
知

識
を
学
び
ま
す
。
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
な

ど
の
資
格
試
験
に
挑
戦
す
る
方
も

い
ま
す
。

〔
訓
練
期
間
：
8
月
3
日
㈪
～
平

成
28
年
1
月
29
日
㈮
〕

■
住
環
境
計
画
科
（
６
カ
月
）

　

住
宅
の
営
業
職
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
め
ざ
し
、
建
築
関
連
知
識

か
ら
内
装
・
設
備
な
ど
特
に
省
エ

ネ
関
連
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
で
最
適
な
住
空
間
の
提
案

が
で
き
る
こ
と
を
見
据
え
て
学
習

し
ま
す
。
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
イ
ン
テ

リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
資

格
試
験
に
挑
戦
す
る
方
も
い
ま
す
。

〔
訓
練
期
間
：
8
月
3
日
㈪
～
平

成
28
年
1
月
29
日
㈮
〕

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
。

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
間　

	

6
月
1
日
㈪
～
7
月
6
日
㈪

問
い
合
わ
せ

徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島
）

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
川
島
】

と
き　

７
月
８
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

【
山
川
】

と
き　

８
月
３
日
㈪

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

職
業
訓
練
生
募
集

募
集
訓
練
科

がんを防ぐための新12か条　５条　塩辛い食品は控えめに

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

巡
回
職
業
相
談

キャンドルナイト
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がんを防ぐための新12か条　６条　野菜や果物は豊富に

な
ど
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

	

☎
36-

９
０
１
７

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
刈
払
機
操
作
者
歓
迎
し
ま

す
。

　
　
　

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー

西
側
）

作
業
日
時　

７
月
１
日
㈬

	
午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

　
　
　

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

７
月
１
日
㈬

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

☎
０
９
０（
９
５
５
３
）９
７
６
０

〇
第
11
回
総
合
美
術
展

　

市
文
化
協
会
の
美
術
・
手
工
芸

部
門
を
中
心
と
し
た
作
品
展
で

す
。

と
き　

７
月
18
日
㈯
～
20
日
㈪
㈷

午
前
９
時
～
午
後
５
時

	

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

出
品
料　

無
料

募
集
期
限　

6
月
19
日
㈮

〇
夏
休
み
一
日
体
験
講
座

７
月
26
日
㈰　

子
ど
も
陶
芸

７
月
26
日
㈰　

藍
染
体
験

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

と
き　

６
月
14
日
㈰
午
後
１
時

対
戦
相
手　

カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐

と
き　

６
月
28
日
㈰
午
後
６
時

対
戦
相
手

	

ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉

会
場

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

	

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

　

薬
物
乱
用
は
一
部
の
人
の
問

題
で
は
な
く
、
身
近
な
問
題
で

す
。
正
し
い
認
識
を
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　

　

薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
明
る

い
社
会
環
境
を
作
る
。

　
　
　
　

　

薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
話

し
合
う
機
会
を
持
つ
。

　

徳
島
県
薬
物
乱
用
防
止
阿

波
吉
野
川
地
区
協
議
会
で
は
、

「
新
国
連
薬
物
乱
用
根
絶
宣
言
」

（
２
０
０
９
～
２
０
１
９
）
の
支

援
事
業
の
一
環
と
し
て
「
６
・

26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

お
よ
び
「
街
頭
募
金
活
動
」
を

今
年
も
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭

	

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き　

６
月
27
日
㈯

	

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

キ
ョ
ー
エ
イ
セ
レ
ブ

店
頭
、
マ
ル
ヨ
シ
セ
ン
タ
ー
ア

ク
ア
シ
テ
ィ
ー
店
頭

内
容　

吉
野
川
保
健
所
管
内
の

中
学
生
、
指
導
員
な
ど
を
中
心

に
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
国

連
支
援
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

街
頭
募
金
活
動

期
間

	

６
月
20
日
㈯
～
７
月
19
日
㈰

内
容　

地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
協
力
店
、
市
役
所
お
よ
び
各

支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

地
域
社
会
の
中
で
の
取
り
組
み

家
庭
で
の
取
り
組
み

江
川
湧
水
源
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

今
月
の
健
康

　
胃
が
ん
に
つ
い
て

　

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
感
染
、
生
活

習
慣
病
が
、
が
ん
の
発
症
の
危
険

因
子
で
あ
る
こ
と
が
最
近
の
研
究

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
胃

が
ん
の
危
険
因
子
と
し
て
最
も

重
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
感
染
で

す
。
ピ
ロ
リ
菌
陽
性
者
は
、
陰

性
者
に
比
べ
て
胃
が
ん
の
発
症
リ

ス
ク
が
５
倍
以
上
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
粘
膜
の

萎
縮
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の

状
態
が
続
く
と
慢
性
胃
炎
に
な

り
、
胃
が
ん
に
進
展
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
胃
に
何
ら
か
の
症
状
が

あ
る
人
は
、
特
に
感
染
の
有
無
を

調
べ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
た
、
喫
煙
や
塩
分
の
と
り

過
ぎ
、
野
菜
の
摂
取
不
足
も
胃
が

ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
も
予
防
可

能
な
時
代
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
、

リ
ス
ク
を
取
り
除
く
こ
と
と
定
期

的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
40
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
胃

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
市

で
も
胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
健
康
推
進
課
（
☎

22‒

２
２
６
８
）
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

７
月
号
は
「
タ
バ
コ
」
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

第11回総合美術展
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ま
ち
か
ど
五
九
郎
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ

（
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
）、
ス
ト
ー
ン
石

本
（
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
）、
ほ
っ

と
こ
こ
あ
（
高
校
生
バ
ン
ド
）、

と
き
め
き
キ
ッ
ズ
（
ダ
ン
ス
）、

ス
タ
イ
ル
（
ガ
ー
ル
ズ
バ
ン
ド
）、

フ
ラ
ナ
ニ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

と
き　

６
月
27
日
㈯
午
後
３
時
30

分
～
７
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

２
４
０
０
（
鎌
田
）

がんを防ぐための新12か条　７条　適度に運動

○
危
険
ド
ラ
ッ
グ
っ
て
？

　
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」「
合
法
ド

ラ
ッ
グ
」
と
称
さ
れ
た
り
、
ア
ロ

マ
、
ハ
ー
ブ
、
お
香
な
ど
を
装

い
販
売
さ
れ
た
り
す
る
、
大
変
危

険
で
違
法
な
薬
物
で
す
。
す
で
に

規
制
さ
れ
て
い
る
麻
薬
や
覚
せ
い

剤
の
化
学
構
造
を
少
し
変
え
た
だ

け
で
、
よ
り
危
険
な
ド
ラ
ッ
グ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
商
品

に
よ
っ
て
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、吐
い
た
り
意
識
を
失
っ
た
り
、

最
悪
の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

○
誘
わ
れ
た
ら
？

　

友
だ
ち
や
先
輩
な
ど
か
ら
誘
わ

れ
て
も
、
は
っ
き
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
家

族
や
先
生
、
信
頼
で
き
る
周
り
の

大
人
に
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
一
人
一
人
が
、
ド
ラ
ッ
グ
が

も
た
ら
す
恐
ろ
し
い
結
果
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
絶
対
に
手
を

出
さ
な
い
と
い
う
自
覚
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
携
帯
電
話
な
ど

に
送
信
さ
れ
た
怪
し
い
メ
ー
ル
は

開
か
ず
に
削
除
し
、
ア
ク
セ
ス
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
８
９
０
０

（
平
日
午
前
８
時
30
分

	

～
午
後
５
時
15
分
）

★
い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
３
２
４

	

（
年
中
無
休　

24
時
間
受
付
）

　
　
　

　
　
　

～
不
審
者
情
報
や

	

地
域
安
全
情
報
を
提
供
～

　

徳
島
県
警
察
本
部
で
は
、
犯
罪

の
起
こ
り
に
く
い
社
会
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
子
ど
も
や
女
性
へ

の
声
か
け
事
案
な
ど
の
不
審
者
情

報
や
凶
悪
犯
罪
や
振
り
込
め
詐
欺

と
い
っ
た
犯
罪
情
報
な
ど
、
防

犯
に
役
立
つ
各
種
情
報
を
「
安
心

メ
ー
ル
」
と
し
て
、
携
帯
電
話
な

ど
に
配
信
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル

配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

い
ず
れ
か
へ
ア
ク
セ
ス
し
会
員
登

録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

メ
ー
ル
を
受
信
す
る
際
に
は
パ

ケ
ッ
ト
通
信
料
が
発
生
し
ま
す
。

徳
島
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.police.pref.

tokushim
a.jp/

安
心
メ
ー
ル
登
録
サ
イ
ト

http://w
w
w
.ansin-m

ail.net/

★
安
心
メ
ー
ル
に
関
す
る

	

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
警
察
本
部

	

生
活
安
全
企
画
課

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
０
１

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	
☎
25-
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-
２
３
３
１

★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

	

イ
ベ
ン
ト
案
内

○
Ａ
ｔ
ｏ
ａ
．
段-

Ｄ
Ａ
Ｎ-

	

徳
島
公
演

と
き　

７
月
５
日
㈰

　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

開
演　

午
後
２
時

出
演　

Ａ
ｔ
ｏ
ａ
．

入
場
料　

２
５
０
０
円

	

（
当
日
３
０
０
０
円
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
鴨
島
公
民
館
で

販
売

○
ワ
ン
コ
イ
ン
で
ク
ラ
シ
ッ
ク

	

音
楽
を
身
近
で
楽
し
も
う

と
き　

７
月
17
日
㈮

	

午
後
７
時
開
演

出
演　

東
京
新
国
立
劇
場
、
藤
原

歌
劇
団
所
属
歌
手
、
地
元
コ
ー
ラ

ス入
場
料　

５
０
０
円

	

（
学
生
以
下
無
料
）

★
講
座
案
内

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

～
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

	

災
害
被
害
と
万
全
の
備
え
～

と
き　

６
月
22
日
㈪

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
歴
史

　

～
参
勤
交
代
の
実
態
～

と
き　

６
月
24
日
㈬

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
元
気
づ
く
り
体
操

　

～
膝
痛
予
防
体
操
～

と
き　

６
月
25
日
㈭

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
子
ど
も
え
い
が
会

　

～
裸
の
王
様
～

と
き　

６
月
27
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

○
楽
し
い
介
護

～
介
護
ベ
ッ
ド
で
の
着
替
え
と
排

泄
ケ
ア
・
身
体
の
清
潔
と
入
浴
介

助
～

と
き　

７
月
１
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

～
新
難
病
制
度
の
概
要
～

と
き　

７
月
１
日
㈬

	

午
後
３
時
～
４
時

○
や
さ
し
い
経
済

～
今
後
の
日
本
経
済
の

	

見
通
し
と
株
価
予
想
～

と
き　

７
月
10
日
㈮

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
食
と
農
の
知
っ
得

　

～
よ
く
わ
か
る
食
品
と
環
境
～

と
き　

７
月
16
日
㈭

	

午
前
10
時
～
11
時

○
Ｆ
Ｐ
か
ら
学
ぶ

	

「
く
ら
し
と
お
金
」

～
案
外
知
ら
な
い
家
の
建
て
方
・

	

生
活
設
計
と
住
宅
ロ
ー
ン
～

と
き　

７
月
18
日
㈯

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

第
１
７
７
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
犯
罪
！

徳
島
県
警
「
安
心
メ
ー
ル
」
の

自
動
登
録
を
！

「
買
わ
な
い
、
使
わ
な
い
、

か
か
わ
ら
な
い
！
」

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り
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●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

７月以降のがん集団検診のご案内
【申込期間】　４月１日より受付
各検診日程の２週間前までに健康推進課（本館１階）へお申し込みください。
※胃がん検診、乳がん検診および腹部エコー検診は、１日に受けられる人数に限りがありますので、定数に達した

時点で締め切らせていただきます（７月15日、７月20日の腹部エコー検診は定数に達しています。ご了承くだ
さい）。

※１週間前に検診票などを送付します。検診票が届いたら、留意事項を確認し、問診項目を記入のうえ受診券とと
もに検診会場へ持参してください。

【日程・検診項目など】

日　　程 場　　所 受付時間
検診項目

胃がん 大腸がん 腹部エコー 乳がん 骨粗しょう症 肺がん

7月15日（水） 山川公民館
午前 8:30～10:00 ● ● ●
午後 1:00～  3:00 ● ●

7月20日（月） 市役所（東館） 午前 8:30～10:00 ● ● ● ● ●

8月  7日（金） ふるさとセンター
（美郷）

午前 8:30～10:00 ● ● ●
午後 1:00～  3:00 ● ●

8月10日（月） 川島公民館
午前 8:30～10:00 ● ● ●
午後 1:00～  3:00 ● ●

8月21日（金） 文化研修センター
午前 8:30～10:00 ● ● ●
午後 1:00～  3:00 ● ●

9月19日（土） 市役所（東館） 午前 8:30～10:00 ● ● ● ● ●

9月30日（水） 川島公民館
午前 8:30～10:00 ● ● ●
午後 1:00～  3:00 ● ●

10月23日（金） 文化研修センター
午前 8:30～10:00 ● ● ●
午後 1:00～  3:00 ● ●

10月28日（水） 山川公民館
午前 8:30～10:00 ● ● ●
午後 1:00～  3:00 ● ●

11月28日（土） 市役所（東館）
午前 8:30～10:00 ● ● ● ● ●
午後 1:00～  3:00 ● ●

※肺がん検診の巡回については、広報よしのがわ７月号で詳細をお知らせします。11月28日（土）の集団検診での肺がん検診
は混雑が予想されるため、なるべく巡回検診を利用してください。

【対象者・個人負担金・内容】

検診項目 対　　象　　者 個人負担金
(集団検診においての金額） 内　　容

胃がん検診 40歳以上の方 900円 バリウムによる胃部エックス線検査
大腸がん検診 40歳以上の方 500円 便潜血反応検査（２日法）
腹部エコー検診 40歳以上の方 一律 5,400円 腹部の超音波検査

乳がん検診 40歳以上の女性で平成26年度に
受診していない方（２年に１回） 1,300円 乳房エックス線検査

骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 500円 腕のエックス線検査
肺がん検診 40歳以上の方 無料 胸部エックス線検査

喀痰検査 50歳以上で喫煙指数（１日本数×
喫煙年数）が600以上の方 500円

痰の検査
（痰の検査のみはできません。胸部の
エックス線検査と痰の検査はセット
になります）

※個人負担金は個人により違いますので、５月末に郵送している受診券つづりにてご確認ください。

がんを防ぐための新12か条　８条　適切な体重維持

広
報
よ
し
の
が
わ

５
月
号
の
訂
正

20
ペ
ー
ジ
の「
子
宮
頸け
い

が
ん
・
乳
が
ん
検
診
実
施
の
お
知
ら
せ
」お
よ
び
、５
月
に
送
付
し
た「
が
ん
検
診
受
診
券
」に
記
載

し
て
い
る
水
の
都
記
念
病
院
で
の
乳
が
ん
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

市
健
康
推
進
課　

☎
22-

２
２
６
８
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日曜日のマタニティ教室のご案内

と　き
ところ
内　容

７月５日（日）午前９時～11時30分（受付 午前９時～９時10分）
吉野川市役所　東館３階
● 生まれてくる子どもの生きる力を育てるために知って
　 もらいたいこと
● 赤ちゃんの育ちを支えるお母さんの身体の変化
● 赤ちゃんが育つために必要な栄養

参加費 申し込み無料 ６月26日（金）までに健康推進課へ

徳島県外での定期予防接種を希望される方へ
★ 吉野川市県外定期予防接種費用助成事業 ★

　平成27年４月１日以降、里帰り出産などのやむを得ない事情により、定期予防接種を県外
で希望する場合は、吉野川市が定める助成金額の範囲内で払い戻しを受けることができます。

※吉野川市に「定期予防接種実施依頼書」を提出せずに接種した場合は、予防接種費用の助成は受けられ
　ません。
※最後の予防接種接種後６カ月以内に予防接種費償還払の申請を健康推進課（本館１階）で行ってくださ
　い。６カ月を過ぎると申請できなくなります。
※助成金額は、医療機関で負担した額と吉野川市が定める額のいずれか低い方の額となります。
※申請に必要な書類は、健康推進課（本館１階）にあります。

　吉野川市に住所を有する方で、次のいずれかの理由により県外での定期予防接種を希望
し、事前に吉野川市の発行する「定期予防接種実施依頼書」の交付を受けている人
 
■ 予防接種を受ける方およびその保護者が、出産などのため県外に長期にわたり滞在してい
　 る場合
■ 病気などの理由により、県外の医療機関などに通院、入院または入所している場合
■ その他、やむを得ない特別な理由があると市長が認める場合

対象者

注意事項

対象となる定期予防接種
● 四種混合または三種混合　　　● 不活化ポリオ　　　　　　　　　　● ＢＣＧ
● 麻しん風しん混合（ＭＲ）　　● 麻しん　　　　　　　　　　　　　● 風しん
● 日本脳炎　　　　　　　　　　● 二種混合　　　　　　　　　　　　● Ｈｉｂ感染症
● 小児の肺炎球菌感染症　　　　● ヒトパピローマウイルス感染症　　● 水痘

パパもぜひ、ご一緒に!!　多数のご参加をお待ちしています♪

がんを防ぐための新12か条　９条　ウイルスや細菌の感染予防と治療

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268
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吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～土曜日　午前9時～午後5時
●場　所：川島こども園３階
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

子育て支援館 ぶどうの木 （直通）TEL 38－9117
●場　所：吉野川市鴨島町鴨島380番地
●問い合わせ：認定こども園
　　　　　　  めぐみ幼稚園めぐみ保育園　　
　　　　　　  TEL 24－2435  FAX 22－0899

子育て支援館
開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後3時
ぶどうの木

がんを防ぐための新12か条　10条　定期的ながん検診を

日 月 火 水 木 金 土
1　自由参加
たなばたかざりをつくろう

（10：00～11：00）
講師：島川文代さん

2　★予約制
産後の骨盤引き締めピラティス体験会

（10：30～11：30）
講師：山中梨沙さん
身体測定

3
子育て何でも相談

（10：30～11：30）
家庭相談員がお聞きします

4　自由参加
寒川伊佐男先生
の育児講座

（10：30～11：00）

5 6
自由遊び

7　★予約制
七夕プチケーキ
飾り付けパーティ

（10：00～11：00）

8　
自由遊び

9　★予約制
赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ

（10：00～・11：00～）
講師：ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

10　
七夕会

（10：30～11：00）
講師:文化伝承グループ

11 ★予約制
紙粘土で花瓶や
貯金箱を作ろう

（10：00～11：30）
講師：桑原幸子さん

12 13
ゆきこおばちゃんと
あそぼう!

（10：30～11：00）
講師：後藤田幸子さん

14
絵本の読み聞かせ

（10：30～11：00）
講師：読み聞かせ グループかぶとむし
★予約制
Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～

（15：00～15：30）
講師：筑木純子さん

15　
自由遊び

16　★予約制
誕生会（７．８月）

（10：30～11：00）
講師：お話グループ みるく
写真撮影：下塚潤一さん

身体測定

17　★予約制
天然石　ピアス
イヤリングづくり

（10：30～11：30）
講師：武岡有美さん

18  
自由遊び

19 20　
海の日

21　★予約制
産後の骨盤引き締めピラティス体験会

（10：30～11：30）
講師：山中梨沙さん

22　
水遊び開始（10：00～16：00）
持参物：水着・バスタオル・サンダル
雨天時・行事時・土曜日は水遊びはしません

23　自由参加
健康講座 ウンチｄe元気

（10：30～11：00）
身体測定

24　
自由遊び

25
自由遊び

26 27　自由参加
子育て広場運動遊び

（10：30～11：30）
講師：鴨島病院作業療法士
江本純造さん・遠藤恭弘さん

28
リトリトJリトミック♪

（10：30～11：00）
講師：市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん

29
阿波踊り教室

（10：30～11：30）
講師：もっこ連のみなさん

30  自由遊び 31  自由遊び

日 月 火 水 木 金 土
【予告】
8月15日（土）は、鴨島駅前での阿波踊りにめぐみ
幼稚園めぐみ保育園のお友だちと一緒に参加しま
すので、ご希望の方は申し出てください。
一緒に踊りましょう～♪♪♪

1
コアラルーム
七夕飾りを作ろう
２歳児対象（10：00～11：30）
作ったり、歌ったり、遊具などで一緒
に遊び楽しい時間を過ごしましょう

2
カンガルールーム
七夕飾りを作ろう
0・1歳児対象（10：00～11：30）
作ったり、歌ったり、遊具などで一緒
に遊び楽しい時間を過ごしましょう

3
のんびり
ティータイム

4

5 6
園庭開放

（10：00～11：00）
幼稚園の運動場で保育園のお
友だちと一緒に遊びましょう
※天候によっては室内で遊び
ます

7　
子育て相談

（11：00～12：00）
育児に関する悩みなど気軽にご
相談ください
BP プログラム

《要予約/第１子のみ》（10：00～）

8　
コアラルーム
２歳児対象

（10：00～11：30）

9
カンガルールーム
０・１歳児対象

（10：00～11：30）

10　
童謡を♪
歌いましょう

11

12 13
園庭開放

（10：00～11：00）

14　
子育て相談

（11：00～12：00）
BP プログラム

《要予約/第１子のみ》（10：00～）
子育てに必要な知識を学びなが
ら、子育て仲間を作りましょう！
講師：BPファシリテーター
めぐみ幼稚園めぐみ保育園
　　　　　 園長  山賀杏子

15　
コアラルーム
２歳児対象

（10：00～11：30）

16　
カンガルールーム
０・１歳児対象

（10：00～11：30）

17
自由遊び

18

19 20　
海の日

21　
身体測定
ファーストサイン

《要予約/10組》２歳まで対象
（10：00～11：00）手を使って赤ちゃんと
お話しましょう☆   講師：三木恵美

22　
イザヤ先生と英語で遊ぼう!

（10：00～10：30）
親子で一緒に楽しく英語で遊びましょう
講師：英語コーディネーター
　　　　　　髙橋勇哉さん

23
カンガルールーム
０・１歳児対象

（10：00～11：30）

24　
楽しいクッキング！

（10：00～11：30）
身近な食材を使って、親子で簡単
クッキングに挑戦! みんなで一緒に

“食べる”ことも楽しみましょう！

25

26 27
園庭開放

（10：00～11：00）

28
子育て相談

（11：00～12：00）
BP プログラム

《要予約/第１子のみ》（10：00～）

29
大きなプールで水遊び♪

（10：00～11：30）
ご希望の方はギョウ虫検査
を受けていただきます

30
大きなプールで水遊び♪

（10：00～11：30）

31
のんびり
ティータイム

リトリトJリトミック♪今月のうた　「やぎさんゆうびん」
詳しい行事内容につきましては、ちびっこドームHPで検索、またはお電話にてお問い合わせください

行事は都合で変更することもあります

予約はすべて６月23日から受け付けます
（吉野川市在住の方のみ）

21



がんを防ぐための新12か条　11条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

7月・8月の介護予防教室６月・７月の介護予防教室

６

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
11 木 ９:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島

健

康

相

談

介 護 予 防 体 操
15 月 ９:00～10:30 山瀬地区公民館 山 川 介 護 予 防 体 操
16 火 13:00～14:30 湯立会館 山 川 介 護 予 防 体 操
17 水 ９:00～10:30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川 島 口腔（こうくう）ケア
18 木 ９:00～10:30 こだま会館 川 島 楽 し い 脳 体 操
19 金 13:00～14:30 飯尾会館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
22 月 ９:00～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操

23 火
９:00～10:30 三山老人憩の家 美 郷 楽 し い 脳 体 操
９:00～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 介 護 予 防 体 操

24 水 13:00～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島 栄 養 の お 話
25 木 ９:00～10:30 東児島老人憩の家 川 島 楽 し い 脳 体 操

26 金
９:00～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 上谷集落センター 美 郷 楽 し い 脳 体 操

７

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
２ 木 ９:00～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川

健

康

相

談

介 護 予 防 体 操
３ 金 ９:00～10:30 川島公民館岡山分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
６ 月 ９:00～10:30 南町集会所 山 川 栄 養 の お 話
８ 水 ９:00～10:30 川島公民館久保田分館 川 島 栄 養 の お 話
９ 木 ９:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア
10 金 ９:00～10:30 三ツ島西公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操
13 月 13:00～14:30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨 島 口 腔 ケ ア
14 火 ９:00～10:30 川島老人福祉センター 川 島 楽 し い 脳 体 操
15 水 ９:00～10:30 中古井広域集落センター 美 郷 栄 養 の お 話

６月 ７月 医　院　名 電話番号
10 16 石原内科循環器科 24-2536
11 14 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
12 18 森 住 内 科 医 院 22-3010
13 22 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
⑭ 杉 山 医 院 25-2802
15 23 麻名内科外科クリニック 26-0020
16 25 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
17 21 よしのがわ往診診療所 36-1850
18 13 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
19 27 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
20 24 さ く ら 診 療 所 42-5520
� 矢 田 医 院 25-2006
22 石 原 小 児 科 24-2388
23 古本内科クリニック 24-7377
24 31 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
25 29 糸田川クリニック 24-7555

６月 ７月 医　院　名 電話番号
26 美 摩 病 院 24-2957
27 30 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
� 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
29 糸 田 川 眼 科 24-2531
30 渡 辺 医 院 24-7177

1 四 宮 医 院 25-2016
2 富 本 医 院 42-3123
3 鴨 島 病 院 24-6565
4 松 永 医 院 42-2110
⑤ 谷 医 院 42-2353
６ 大 内 整 形 外 科 24-3058
７ 工 藤 内 科 医 院 42-3113
８ 高橋皮膚科クリニック 24-5122
９ 杏 和 医 院 22-0333
10 井 内 内 科 24-3070
11 中西内科クリニック 42-6755

６月 ７月 医　院　名 電話番号
⑫ 鈴 木 内 科（ 敷 地 ） 24-5880
15 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
17 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
⑲ 阿 部 整 形 外 科 24-4880
⑳ 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413
� 岸 整 形 外 科 25-3133
28 知恵島皮膚科診療所 36-9012

☆平日／18時～22時  ☆休日／9時～13時、14時～18時、19時～22時
　（医師会の都合により診療時間が変更となりました。）  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

６月・７月
夜間・休日在宅当番医表

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26–2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）
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がんを防ぐための新12か条　12条　正しいがん情報でがんを知ることから

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
６
月
、７
月
の
休
室
日	

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

★
吉
野
川
市
青
少
年
育
成
補
導
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
た
活
動
と
、
そ

の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し

た
。

①
街
頭
補
導
総
数	

51
件

②
相
談
活
動
受
理
件
数	

62
件

③
不
審
者
情
報
件
数	

３
件

④
環
境
浄
化
活
動

　

月
１
回
、
白
ポ
ス
ト
に
よ
る
有

害
図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
の
回

収
を
行
い
ま
し
た
。

○
有
害
図
書	

５
４
４
冊

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ビ
デ
オ	
６
１
５
本

○
そ
の
他	
60
冊

⑤
安
全
・
安
心
活
動

　

各
幼
稚
園
・
小
学
校
で
の
不
審

者
対
応
訓
練
や
誘
拐
防
止
教
室
へ

の
参
加
、
ま
た
各
地
区
で
行
わ
れ

る
安
全
安
心
対
策
会
議
へ
の
参
加

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
６
月
、
７
月
の
休
室
日

火
曜
日
、祝
日

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」に
よ
る
絵
本
の

よ
み
き
か
せ
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
、紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
火
星
に
住
む
つ
も
り
か
い
？
」

	

伊
坂
幸
太
郎　

著

「
白
頭
の
人
」	

富
樫
倫
太
郎　

著

「
有
頂
天
家
族
２
」

	

森
見
登
美
彦　

著

「
サ
ー
カ
ス
ナ
イ
ト
」

	

よ
し
も
と
ば
な
な　

著

「
大
人
ら
し
さ
っ
て
何
だ
ろ
う
。」	

	

大
網
理
紗　

著

【
児
童
書
】

「
小
説
ち
は
や
ふ
る
中
学
生
編　

１

～
４
」	

末
次
由
紀　

著

「
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
恐
竜
図
鑑
」	

	

平
山
廉　

著

「
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
か
ら
！
」	

	

く
す
の
き
し
げ
の
り　

著

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
６
月
、
７
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
７

月
21
日
㈫
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
６
月
30
日
㈫
、
７
月
31
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

６
月
13
日
㈯
、
７
月
11
日
㈯

午
後
１
時
30
分
か
ら（
約
30
分
間
）

／
毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

６
月
20
日
㈯
（
チ
ャ
ー
リ
ィ
と
こ

ぐ
ま
の
ミ
モ
）、７
月
４
日
㈯
（
ダ

ン
ボ
）、
７
月
18
日
㈯
（
チ
ッ
プ

と
デ
ー
ル
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

　
　
　

　
　
　

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
６
月
、
７
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
６
月
30
日
㈫
、７
月
31
日
㈮
）

◆
夏
休
み
手
作
り
教
室
―
貯
金
箱

と
き　

７
月
23
日
㈭

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　

西
山
欣
子
さ
ん

参
加
費　

無
料
（
要
事
前
予
約
）

協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　

６
月
に
開
催
予
定
の
美
郷
ほ
た

る
ま
つ
り
・
五
九
郎
ま
つ
り
で
は
、

特
別
補
導
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.tcu.or.jp/ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

　

５
月
17
日
、
空
海
の
道
ウ

オ
ー
ク
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま

し
た
（
11
ペ
ー
ジ
「
で
き
ご
と
」

に
掲
載
）。
好
天
に
恵
ま
れ
、
自

然
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
た
く
さ

ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
す
が
す
が
し
い
表

情
を
浮
か
べ
ゴ
ー
ル
し
て
い
く

光
景
が
と
て
も
印
象
的
で
、
自

然
や
文
化
を
守
っ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

６
月
は
吉
野
川
市
中
学
校
総

合
体
育
大
会
の
取
材
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
全
力
プ
レ
ー
の
子

ど
も
た
ち
を
取
材
し
、
輝
い
て

い
る
姿
を
紙
面
を
通
し
て
余
す

こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
た
ら
、
と

考
え
て
い
ま
す
。（
編
）

編
集
後
記

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

平
成
26
年
度
の
活
動
と
概
要

お
知
ら
せ

青
少
年
育
成
補
導

私
を
押
し
て
く
る

温
か
い
春
風
に
連
れ
ら
れ
て

坂
道
を
ど
ん
ど
ん
走
る

す
る
と
ま
っ
す
ぐ
な
道
の
向
こ
う
で

大
き
な
桜
が
私
に
ほ
ほ
え
む

私
は
走
り
切
る

必
ず
あ
の
山
の
頂
上
ま
で

目
の
前
の
急
な
坂
に
も
自
分
の
心
に
も

何
が
あ
っ
て
も
く
じ
け
な
い

大
き
く
大
き
く
か
け
て
い
く

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
10
号
」よ
り

　
ラ
ン
ニ
ン
グ

鴨
島
東
中
学
校　

岡
田
り
か

私
は
走
る

あ
の
山
の
頂
上
を
目
指
し
て

で
も
こ
こ
は
ま
だ
道
路

黒
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
を

い
つ
も
の
ペ
ー
ス
で
走
る

私
は
走
る

あ
の
山
の
頂
上
を
目
指
し
て

で
も
こ
こ
は
ま
だ
山
の
ふ
も
と

こ
れ
か
ら
登
る
山
に
向
か
っ
て

走
り
切
る
と
宣
言
し
た

私
は
走
る

あ
の
山
の
頂
上
を
目
指
し
て

今
こ
こ
は
傾
斜
の
き
つ
い
坂
道

頂
上
ま
で
走
り
切
る
と
い
う
思
い
に

ふ
と
も
も
が
言
う
こ
と
を
き
か
な
く
な
っ
た

私
は
問
う

あ
の
山
の
頂
上
ま
で
走
り
切
れ
る
の
か
と

他
に
道
は
無
い
の
か
と

枯
れ
葉
の
道
を
前
に

走
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
っ
た
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

●5,400円コース………
●6,480円コース……
●7,560円コース……

9品
11品
12品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

2015年（
平

成
27年

）6月
号

通
巻

129号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再

生
紙

と
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

。
広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
6
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